


　一般会計とは、町の行政
経営に必要となる基本的な
経費を計上した会計のこと
です。予算額は昨年と比較
して１億１００万円減少し
ました。
　歳入は、税収の多い自治
体と少ない自治体の財政格
差を軽減する措置がとられ、
地方交付税が２億５００万
円増加しました。新たな借
入れについては、持続可能
な財政運営ができる範囲内
に抑えています。
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平成 20 年度
芦北町当初予算総額

会　計　名 20 年度予算 19 年度予算 増減額 増減率

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 31 億 1,120 万円 31 億 6,890 万円 ▲ 5,770 万円 ▲ 1.8％
老人保健事業 3億 5,100 万円 29 億 3,080 万円 ▲ 25 億 7,980 万円 ▲ 88.0％
後期高齢者医療事業 2億 6,160 万円 ー ー ー
介護保険事業 17 億 6,590 万円 19 億 370 万円 ▲ 1億 3,780 万円 ▲ 7.2％
簡易水道事業 9,910 万円 1億 6,650 万円 ▲ 6,740 万円 ▲ 40.5％
農業集落排水事業 4億 2,750 万円 2億 5,450 万円 1億 7,300 万円 68.0％
生活排水処理事業 8,700 万円 7,200 万円 1,500 万円 20.8％
町有温泉事業 9,960 万円 1億 200 万円 ▲ 240 万円 ▲ 2.4％
奨学資金貸付事業 2,620 万円 2,630 万円 ▲ 10 万円 ▲ 0.4％

公営企業（水道事業） 1億 7,968 万４千円 2億 4,065 万 4 千円 ▲ 6,097 万円 ▲ 25.3％
合　　計 64 億 878 万 4千円 88 億 6,535 万 4 千円 ▲ 24 億 5,657 万円 ▲ 27.7％

（土木費）
道路や河川の整備に
３８, ６５２円

（総務費）
魅力的なまちづくりや
効率的な行政経営に
５６, ２４２円

（衛生費）
ごみ処理や病気の予防に
５０, ００４円

（商工費）
商工業や観光の振興に
１２, ４１３円

（消防費）
消防活動や防災の経費に
１６, ９１５円

（農林水産業費）
農・林・水産業の振興に
４０, ３３３円

（公債費）
借金の返済に
６６, ８３０円

（民生費）
高齢者・障がい者・子育てに
１１１, ６７９円

（議会費ほか）
議会関連経費や予備費など
６, ４４１円

（教育費）
小・中学校や図書館、
生涯学習活動に
５２, ８６５円

（注）住基人口　21,018 人　世帯数 7,713 世帯（平成 20 年 1月 1日現在）で算出しています。

町の予算を町民１人あたりに置き換えると

　町の「予算」についてわかりやすく少しでも身近に感じてもらうため、町民一人あたり
に換算してみました。町民一人あたりの歳出予算額４５万２，３７４円で、一人あたりの
町税額は７万５, １５８円となり、税負担の約６倍の行政サービスが提供されています。

特別会計（水道会計含む）　総額６４億８７８万４千円
　特別会計と水道事業会計の総予算額は６４億８７８万４千円で、昨年と比較して約２４億５千万円
減少しました。主な要因は、後期高齢者医療事業が本年度から新たにスタートし、老人保健事業で
２５億７, ９８０万円減少したこと、簡易水道事業で宮田配水池の建て替えが終了し１億円減少したこ
と、水道事業で花岡浄水場の改修が終了したため、浄水設備改良費が６, ６３３万円減少したことです。
農業集落排水事業で予算額が増加していますが、後年度の財政負担を軽減するため借金の借り換えをす
る経費を計上しているためです。

　歳出は、新規事業として
湯浦中学校体育館の改築費
２億８, ５９８万円、小田浦地
区及び湯北地区の排水対策事業
８, ７６０万円、本年度からス
タートする後期高齢者医療事業
の負担金２億５, ０６２万円等
を計上しました。海浦漁港整備
１億８, ６００万円、２年間の
継続事業である総合グラウンド
整備９, ６０８万円も引き続き
計上しました。

　限られた財源の中で、まちづ
くりの成果をいかに上げていく
かに知恵を絞った新年度の予算
がスタートしました。町にはど
のような財源があり、どのよう
に使われるのかについてわかり
やすく説明します。

一般会計　総額９５億８００万円

159 億 1,678 万 4千円

※町の財政情報はホームページ
　でもお知らせしています。
※お問い合わせ
　企画財政課財政係
　☎ 82-2511（内 251）

町民１人あたり
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新年度予算の主な使い道（一般会計）
　みなさまの生活に密着している事業や、新規に着手する事業など町の予算の主な
使い道について、芦北町総合計画の６つの政策ごとに紹介します。

芦北町まちづくり支援事業　８００万円
　町内８５地区の主体
的な活動を支援するた
めに、補助対象経費の
８割を助成する事業で
す。地域でのお祭りや
環境美化活動など交流
促進型、特産品の開発
や地域の伝統行事を掘
り起こす地域活性型の
事業に対して助成して
います。

海浦漁港改修事業　１億８, ６００万円
　海浦漁港は、台
風時には高価な漁
具等が風波にさら
され、これまでに
多大な被害を被っ
てきました。漁業
者の安定した経営
を支えるため、漁
港の整備を行います。

芦北町木造住宅建築費助成事業
１, ５００万円
　町内産の木材需要の拡大と町民の
定住促進を目的として、町産材を一
定の割合
使用した
住宅を新
築・増改
築する方
を支援す
る事業で
す。

誘致企業立地促進支援事業
３０００万円
　誘致企業の設備投資を促し、雇用
の場を確保するため、工場等を町内
に新設した場合、投資額が１億円以
上・新規常用雇用者が１０人以上等
の条件で、助成金を交付します。

園芸新たな挑戦強化対策支援事業
１, ０７１万円
　柑橘・柿栽培農家を対象に、作業
効率の向上や所得の向上をめざし、
機械・施設等（ハウス・循環扇風機・
自動開閉装置・平棚）の購入額の一
部を助成する事業です。

街なみ環境整備事業
３, ８９３万円
　佐敷地区における歴史的街なみを
復元し、保存活動を活性化させるた
め、道路美装化や公園整備、住宅修
景への助成を行います。

小田浦地区排水対策及び湯北都市
下水路整備事業　８, ７６０万円
　大雨による冠水被害解消のためポ
ンプ場、管渠等の実施設計委託及び
工事を行なう事業です。

公営住宅改修事業  ８, ９９８万円
　公営団地の安全で快適な住環境を
確保するため、火災報知器設置や外
壁落下防止、水洗化改修等の工事を
実施する事業です。

消防機材整備事業　６２３万円
　住民の生命・財産を守るため、消
火活動を迅速に行い、被害を最小限
に抑えることができるよう、老朽化
した小型動力ポンプ、消防車、格納
庫等を更新・改築する事業です。

浄化槽設置費助成事業
５, ０１７万円
　旧芦北町の農業集落排水処理区域
外で、浄化槽を設置しようとする住
民（法人）に対して補助金を交付し、
生活衛生環境の改善を図ります。

行政評価システム導入事業
６９９万円
　町のすべての事務事業を評価し
て、その結果を次の事業計画、予
算、翌年度の事業実施に反映させ

総合グラウンド整備事業　９, ６０８万円
　スポーツレクリエーション人口の拡大を図るため、
町民総合センター周辺をスポーツの拠点とし、総合
グラウンドの整備を行なう事業です。スポーツグラ
ウンド整備工事、夜間照明施設工事、グラウンド外
構工事を行ないます。

佐敷城跡調査事業　６０２万円
　国史跡に指定された佐敷城跡
の調査を行う事業です。
　佐敷城跡発掘調査で出土した
遺物を整理して、歴史資料の基礎
データを蓄積します。

特別支援教員派遣事業
１, ２０８万円
　学習障害（LD)、注意欠陥多
動性障害（ADHD) など障がい
がある幼児・児童・生徒へ適切
な教育的支援を行うため特別支
援教員を配置し、良好な学習環
境を確保する事業です。

語学指導事業  １, ５８５万円
　英語によるコミュニケーショ
ン力の育成と、外国人に対する
理解を深めることを目的とし
て、英語指導助手（ALT）を小・
中学校に派遣する事業です。

町立保育所運営事業
２億７, ２９５万円
　保育が必要な乳幼児（０歳児～５
歳児）の心身の健やかな育成を図り、
保護者の子育てと就労の両立を支援
する事業です。

検診事業　４, ７５５万円
　病気を早期に発見するため、生活
習慣病の健康診断、胃がん、大腸が
ん等の各種検診を行っています。そ
の結果から健康指導や保健指導を実
施して、町民の健康への意識を向上
させ、町民の健康増進を図ります。

湯浦中学校屋内運動場改築事業
２億８, ５９８万円
　昭和４１年８月の建築以来４０
年が経過し、老朽化が顕著となっ
てきた湯浦中学校体育館を改築し
て、生徒の良好な学習環境と地域
住民の社会体育の場を確保しま
す。

子ども医療費助成事業
４, ０７４万円
　町内在住の０歳から９
歳（小学３年生）までの
子どもを対象に、疾病の
早期治療と健康の保持、
子育て支援を目的として、
保険診療の一部負担金の
全額を助成する事業です。

緊急通報体制等整備事業
５６９万円
　ひとり暮らし高齢者等の緊急事態に
対応するため、緊急通報装置を設置し、
ひとり暮らし高齢者等の日常生活の不
安を軽減させます。

障害者自立支援給付等事業
２億４, ５７７万円
　障害者自立支援福祉法に基づく障
害者自立支援給付に位置づけられて
いるサービスを障がい者の方々に提
供します。

生きがい活動支援通所事業
５８５万円
　６５歳以上のひとり暮ら
し高齢者等で家に閉じこも
りがちな方を対象に、自立
的な生活ができること、社
会的孤立感を解消すること、
心身機能を維持・向上させ
るため、生きがいデイサー
ビスを実施しています。

大関水製造販売事業　６２４万円
　大関水「真っ清水」を販売する事業です。芦
北町を PRする商品として定着させます。

豊かな心の人づくり

人にやさしい快適なまちづくり

魅力的な地域づくり

生きがいある働き場づくり

生活を支える
基盤づくり

効率的な行政
組織づくり

る行政評
価の仕組
みづくり
に取り組
んでいま
す。
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海浦小・
小田浦小
で閉校式
　学校再編により閉校となる
海浦小学校で３月９日に、小
田浦小学校で３月 15 日に閉
校記念式典が行われました。

　

小
田
浦
小
学
校（
遠
山
泰
子
校
長
、

76
人
）
で
は
、
葦
北
鉄
砲
隊
の
号
砲

に
合
わ
せ
て
記
念
碑
の
除
幕
と
桜
の

苗
木
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
記
念
式
典
で
は
、
在
校
児
童
や

卒
業
生
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
小
は
、
昭
和

36
年
に
小
田
浦
小
学
校
と
し
て
独
立

以
来
47
年
間
で
１
５
１
４
人
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
今
後
、
校

舎
は
、
小
田
浦
地
区
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
と
な
り
ま
す
。

　

海
浦
小
学
校
（
松
下
都
校
長
、
22

人
）
で
は
、
記
念
碑
の
除
幕
式
と
記

念
式
典
が
、
在
校
児
童
や
卒
業
生
な

ど
約
４
０
０
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
小
は
、
明
治
12
年
に
開

校
し
１
２
９
年
間
で
２
１
８
６
人
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
記
念

式
典
に
先
立
ち
秀
岳
館
高
等
学
校
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
や
雅
太
鼓
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
後
、
思
い
出

を
語
る
会
で
は
、
卒
業
生
の
バ
リ
ト

ン
歌
手
鶴
川
勝
也
さ
ん
の
リ
サ
イ
タ

ル
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

校
舎
は
「
芦
北
幼
稚
園
」
と
な
り
ま

す
。

～湯浦第２保育所閉所式～３１年の歴史に幕
　

湯
浦
第
１
保
育
所
と
統
合
と
な
る
湯

浦
第
２
保
育
所
で
３
月
27
日
（
木
）、

最
後
の
卒
園
式
と
閉
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
保
育
所
は
昭
和
52
年
４
月
の

開
設
以
来
、
８
５
４
人
の
子
ど
も
た
ち

が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
閉
所
式
で

は
、
湯
浦
第
２
保
育
所
の
あ
ゆ
み
の
ビ

デ
オ
上
映
や
園
児
に
よ
る
お
別
れ
の
こ

と
ば
や
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
園
児
や
保
護
者
な
ど
で
風
船
を
飛

ば
し
て
31
年
の
歴
史
に
幕
を
お
ろ
し
ま

し
た
。

海浦小記念碑の除幕式小田浦小記念碑の除幕式

小田浦小学校児童の発表

雅太鼓の演奏に聴き入る出席者

最後に種子をつけた風船を飛ばす園児
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第１回芦北町黒崎霊苑の使用者募集
　御立岬近くの閑静な高台に霊苑を開設しています。霊苑に墳墓を建てたい方を募集します。
◆名称　黒崎霊苑（くろさきれいえん）
◆区画数　６８区画（1区画１０㎡　2.5 ｍ× 4ｍ）
◆募集期間　４月１日～４月３０日
◆応募の方法　環境衛生課又は田浦基幹支所に備付けの申請書に所定事項を記入の上、本籍が分かる住民
票の写しを添えて提出してください。
◆応募できる方　①芦北町に住所を有する人で祖先の祭祀をつかさどる方
　　　　　　　　②本町に住所を有しない場合は、町内に住所を有する代理人を定められる方
◆区画の割当　区画位置の希望は受け付けません。受付順で､ 町が指定した区画とします。
◆永代使用料　1区画　３００，０００円
◆その他　応募者数が予定区画数に達した時点で募集を締め切ります。
※お問い合わせ　環境衛生課地域環境係　☎ 82-2511（内 161）

　　　犬の正しい飼い方
　犬の放し飼い及び公共の場所で犬を
放すことは禁止されています。
　散歩のときは必ず引き綱を使用して
ください。
　フン等の始末は飼い主が責任持って
処理して、家へ持ち帰りましょう。
　飼い主に守ってほしい 5か条
❶動物の習性等を正しく理解し , 最後
まで責任をもって飼うこと
❷危害や迷惑の発生を防止すること
❸むやみに繁殖させないこと
❹動物による感染症の知識をもつこと
❺所有者を明らかにすること

　最近町内のあちこちで粗大ごみや電
化製品などの不法投棄が発見されてい
ます。
　ごみの不法投棄は生活環境を悪化さ
せるばかりでなく、その処理に税金を
使うことになります。
ルールに従って処理しましょう。
　町では、芦北警察署と連携して監視
を強化することにしました。
※不法投棄監視パトロールの重点地域
・町道与内越線（田川地区～桑原地区）
・町道金ヶ渕（狸峠付近）
・旧国道 3号線
・広域農道
・県道宮崎芦北線
・県道球磨田浦線
・主要地方道芦北坂本線
・主要地方道水俣田浦線
不法投棄を発見した場合は、環境衛生
課又は芦北警察署へご連絡ください。
※ごみ焼き監視パトロールの重点地域
海岸地域を主に巡回します。

住民生活課

高齢者対策課

福祉課

・介護保険
・高齢者福祉

・戸籍及び住民基本台帳
・諸証明等窓口事務
・国民年金、国民健康保険等
・保健事業

・社会福祉
・児童福祉
・障害者福祉

・戸籍及び住民基本台帳
・諸証明等窓口事務
・国民年金、国民健康保険等
・保健事業
・介護保険
・後期高齢者医療（新規）

福祉課
・社会福祉
・児童福祉
・障害者福祉
・高齢者福祉

旧 新

組織及び業務内容

旧

新

不法投棄は犯罪です。又ごみ焼
きも法律で禁止されています

４月から役場の組織が
一部変わりました

　行政改革の一環として、「高齢者対策課高齢者福祉係」
を「福祉課」へ、「介護保険係」を「住民生活課」に移管し、
「高齢者対策課」を廃止しました。また、「住民生活課国
保年金係」が「医療年金係」と名称が変わりました。
なお、組織変更に伴い、役場１階の配置も変わりました。

役場１階フロア配置図
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お問い合わせ　保健センター　☎ 86-0200

　「平成 20 年度各種健診（検診）一括申込書」の提出はお早めに！

　町が実施する各種健診（検診）を受診する場合には、「一括申込書」による申し込み
が必要です。受診希望の有無に関わらず、4月 25 日（金）までに必ず提出してください。

❶「一括申込書」は平成２０年４月１日現在、加入されている医療保険毎に３種類（国
　保/国保外/７５歳以上）あります。それぞれの様式に添付されている「申込書の書き方」
　をよく読んで、記入してください。
❷送られてきた申込書の種類と、現在加入している医療保険が違う場合には保健セン　
　ターまでお知らせください。
❸「一括申込書」は平成２１年３月３１日現在の年齢です。
❹受診を希望される項目に○印をつけ、平日か日曜のどちらかを選んでください。
❺斜線がついている項目は、受診対象ではありませんので記入しないで下さい。
❻受診を希望されない項目がある場合、その理由を選んで受診しない項目に番号を記入してくだ
　さい。
❼「一括申込書」は各区長、地区班長、または保健センター、役場、基幹支所、各出張所のいづ
　れかに提出してください。
❽提出の際は送られてきた封筒をお使いください。

戸籍の謄抄本や住民票の写し等の交付請
求の際に本人確認のための身分証明書が
必要になります！

　本人確認について戸籍法及び住民基本台帳法が一部改正され、５月１日から窓口で交付請求す
る方の身分証明書を提示していただき、本人確認を行うことになります。
　何人でも交付を請求できるという現行の交付制度を見直し、個人情報保護に十分留意した制度
として、交付請求の際の本人確認を厳格化し、なりすましの防止を図るものです。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

◆対象者
　戸籍謄抄本や住民票の写しなど交付請求のために窓口に来られた方（本人・代理人）
◆本人確認方法
　官公署の発行した身分証明書等（写真付き）を窓口で提示していただくことになります。
　【例】運転免許証、パスポート、写真付き住民基本台帳カード、身体障害者手帳など
◆官公署の発行した写真付きの身分証明書がない場合
　保険証、年金手帳、通帳など複数（2種類）の提示が必要となります。
※　写真付きの身分証明書をお持ちでない場合、口頭で本人確認に関する
　質問をする場合があります。
◆代理人の場合
　委任状の提出と代理人又は使者の身分証明書が必要になります。

※お問い合わせ　住民生活課住民係　☎ 82-2511（内 143・144）
　　　　　　　　田浦基幹支所　　　☎ 87-1111

５月１日から

身分証明書を
ご持参下さい
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芦北警察署からのお知らせ

　ゴールデンウィークにかけて、ドライブやレジャー等により自動車の交通量が増加し、
高速道路や幹線道路で交通渋滞、わき見運転や居眠り運転等で交通事故の発生が多くなり
ます。車を利用する時は、次のことを再確認しましょう。

「安全で楽しいドライブ」を

●ゆとりある運転計画と適度な休憩
　十分な休憩時間をとり、ゆとりある運転計画をたてましょう。
●安全な速度で走る
　制限速度の範囲内であっても、道路や交通の状況、天候等の状況
に応じた速度で走りましょう。
●「止まって　確かめる」
　交差点は要注意場所です。一時停止は必ず停止して、左右の
安全を確かめましょう。
●わき見運転防止
　携帯電話はもちろん、カーナビやカーオーディオ等を操作する時
は、安全な場所に車を止めてから操作しましょう。
●シートベルト・チャイルドシート着用の徹底
　後部座席を含めたシートベルト・チャイルドシートを必ず着
用しましょう。

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９

※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

　これから、5月ころにかけて空気が乾燥し山火事の多くなる
時期となります。
　出火原因は山火事に限ってみても、そのほとんどが人間の不
注意によるものがほとんどです。
　暖かくなり、山菜採り、ハイキン
グ目的等で入山機会が増えます。
　入山する際は、たばこの投げ捨て
や、たき火などをしないようにくれ
ぐれも注意しましょう。
　マナーを守り大事な環境（森林）
を破壊しないようにしましょう。

山火事をなくしましょう！

　第３１回熊本県消防
　職員意見発表会開催

　熊本県下消防職員の職責の
自覚と志気の高揚を図り、職
員の資質の向上を目指すとと
もに、九州地区消防職員意見
発表会の熊本県代表を選考し
ます。

◆期日　４月１８日（金）
◆時間　10：00 ～ 13：00
◆場所　つなぎ文化センター

日本は国土面積に対する森林面積の割合は６７％で世界第３位の森林国です。
（1位　フィンランド　76％、　2位　スウェーデン　70％）




